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【研究課題】
　愛されて育つ子ども

【研究・研修の視点】
　近年，バスでの置き去りや，不適切保育など痛ましい事故が起きている。幼稚園等でも，バスの
置き去り防止装置の取り付けが義務化され，事故を未然に防げるようになっている。しかし，あく
までも置き去り防止装置や監視カメラなどは，教職員の負担や，目の行き届かないところのケアで
あり，絶対的なものではないと考える。機器（ハード面）に頼るだけではなく，人（ソフト面）によ
る安全管理が不可欠である。
　また，安全管理というと，置き去り防止装置などの機械の充実や危険箇所の改善といった，物的
環境に目が行きがちであるが，ヒューマンエラーにより，怪我や事故が起きてしまう事も多い。そ
こで我々，保育者のヒューマンエラーからのケガや事故を防ぐためにも職場の風通しをよくし，働
きやすい環境が重要になってくる。保育者が心の余裕を持つことで，子どもたちへ更なる「愛情」
を向けられるのではないかと考える。

【研究・研修の手がかり】
・　教職員の心理的安全性が高まることにより，コミュニケーションが円滑に図られ，教職員に心
の余裕が生まれる。そうすることにより，一層保育に集中することができる。

・　若手からベテランまでがいる環境で，オープンに保育ができ，情報の共有化，連携を強化し保
育の質を上げ，子ども達が安心，安全に園生活を送る事ができる。

【研究計画】
（令和６年度）
　・　日頃から担任は朝礼，終礼に全員参加し園の様子を共通理解する。そこで，行事の確認だけ

ではなく，各クラスの子どもに対する気付きや連絡等を行う。
　・　担任だけでは把握しきれない場合は，各部署の教職員（保育補助，給食，バス運転，バス…

添乗）などと連携を取り合い全職員での把握をする。
（令和７年度）
　・　全職員が毎日見ることができる場所にノートや記録簿を作り，いつでも確認出来る様にする。
　・　一目で分かる様に，職員室にホワイトボード等を準備しヒヤリハット等を共有し，皆が見ら
れるようにする。

　・　職員数が多いと共通理解が難しいこともあるので，定期的に職員会を開き，共有しやすい環
境を作ると共に，円滑なコミュニケーションが取れる様にする。
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第２分科会
「園の安全管理体制・危機管理体制の

研究やマニュアルの見直し」
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【発表の概要】
⑴　研究・研修テーマの捉え方
　幼児やその保護者が安心安全に園生活を送って行く為には，物的環境も大切だが，人的環境が
基盤とも言える。どんなにいい機器やシステムを導入していても，人間関係が良好でないと質の
高い保育は行えない。教職員同士，教師と子ども，教職員と保護者どれかが欠けていては，子ど
も達にとって安心，安全ではない。そこで，安全管理，危機管理を人的環境にフォーカスを当て
て，愛されて育つ子どもの本質を理解していきたい。
⑵　研究の内容
　・　機器や道具は日々進歩していくが，根本的な人同士のコミュニケーションは昔から変わらな
い。そこで，ハード面も整ってきた現代だからこそ，園でのソフト面からの安全管理を見直す
と共に，人と人とのコミュニケーションの大切さを，保護者にも理解してもらえるよう家庭へ
の動機付けを試みた。

⑶　研究の方法
　・　若手職員やベテラン職員，また，担任や保育アシスタントといったそれぞれの立場から出て
きた課題を把握し，改善を図る。

　・　職員間のコミュニケーションだけでなく，教職員と保護者間，保護者と保護者間のコミュニ…
ケーションにも着目し，円滑なコミュニケーションが出来るように手立てを考える。

⑷　実践例
　・　相談しやすい環境作り…業務をスムーズに行うには，教職員一人ひとりが“独り”ではないと
いう心の余裕を持つことが重要である。日頃の何気ない出来事も話題に上げることで，報告，
連絡，相談がしやすい環境作りを行う。

　・　インシデントの共有…インシデントも職員間で共有し，再発防止に努められるように話題に
上げる。また，その結果についても他の職員まで共有する。

　・　様々な視点からの環境構成…いつも同じ職員が環境を整えるのではなく，様々な職員が違う
視点で環境構成を行うことで偏りがなく，より安全に過ごせる様にする。

　・　保護者に向けた講演会の実施…父親を中心とした，講演会を開き夫婦間での連携の大切さや，
教師と保護者，家庭同士とのコミュニケーション，地域との関係性がいかに重要かを知って貰
う機会を作る。また，アンケートを取り，保護者の意見をもとに新たな課題を見つける。

⑸　まとめ
　・　安全管理，危機管理は，遊具などの物的環境だけではない。人間同士のコミュニケーション
不足による事故，怪我などもあり得る。子ども達が安全に過ごせるように，職員だけではな
く，保護者や，地域の協力も得て，「子どもがまんなか」の環境を作っていきたい。そのために
は，職員が，心に余裕を持って過ごすことも大切である。常に教職員，家庭，地域が三位一体
となって，情報がオープンに共有されるように，風通しのよい環境作りが今後も必要である。

⑹　今後の課題
　・　職員数が多いので，全体の情報の「見える化」で確実性を高めていく。
　・　子ども自身がより「愛されている」ことを実感し，主体的に学び，表現できるようになる為…

には，何が出来るかを考える。
　・　コロナ禍を経て，希薄化していた地域との交流を再構築し，地域全体で子ども達を見守るよ
うな環境作りを行いたい。

【討議の柱】
・　情報の共通理解を図る為に，各園での取り組みはどのような工夫がされているか。
・　教職員の「心の余裕」を生み出すというソフト面の充実を図るためには，どのような取り組み
が有効だろうか。

・　VUCA （不明瞭，不確実，予測が難しい等）時代において，子どもをまんなかに据えたあらた
な安全管理体制とはどのような体制だろうか。
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【質疑応答】
〈質問〉
・�　見守りカメラは保育室にも導入されているのか。また，導入するにあたって職員の反発はなかっ
たのか。

〈解答〉
・�　保育室の他にも，お手洗いの入り口や廊下等の子どもが利用する場所に導入しています。常に
カメラで見ている訳でなく，何かトラブルや怪我があった際に確認するために設置しています。ま
た，保護者に説明するためなので職員からの反発もありませんでした。現状として教師と保護者
間でしっかり連携，状況説明が出来ていることから実際にはカメラを使う機会はまだありません。

〈質問〉
・�　職員間での連携は他にどの様なことがあるか詳しく知りたいです。また，バスで変更が急に入っ
た時はどのようにしていますか。

〈解答〉
・�　朝礼や終礼で情報を共有し，その内容を補助の先生方にも伝え共有しています。また，学期ご
とに全職員で職員会を行い，各学年のカリキュラムや注意事項を伝える事で全職員が共通理解を
して新学期を迎えられるようにしています。
・�　バスは月の契約になっています。当日のバス，預かり，お迎え等の変更は連絡帳かそれに代わ
るものに記入し担任に渡す事になっています。電話連絡の場合は１３時までに連絡を頂いていま
す。急な変更については，無線で各バスに伝えるようになっています。

【討議の発表】
討議１
・　毎日，職員会議で情報を共有する。
・　毎週金曜日に終礼，月末に職員会を行う。
・　職員会の開催が難しい園は，ボードを設置し，その日の活動や子ども達の情報を共有している。
・　職員が全員会議に出席するのが難しく，ラインを活用し情報を共有する。
・�　小さなヒヤリハットを大きな事故に繋げないために，何故起こったのか，人や物の配置は適切
であったか。時間や場所はどうだったかを日頃から検討することが重要。検討する方法として見
守りカメラも有効である。
・�　アプリを使い先生たちが書き込んだ情報を皆で共有できるようにして，見た職員はチェックを
つける。
・�　朝礼，終礼の内容をファイルに綴ったり，ノートに記録することで担任以外の先生も確認出来
るようにし情報を共有している。
・�　職員室のホワイトボードで情報を共有している。アプリを活用し，子ども達の出席やバスの変
更を受け，バスの変更用紙を職員室に置く事で情報の見える化をしている。

討議２
・�　保育補助の先生に入ってもらうことで，担任が事務仕事が出来るようにしている。
・�　コミュニケーションが上手くとれていることで心に余裕が生まれるのではないか。その心に余
裕がないのは仕事量が多い，行事で忙しい，保護者とのトラブルがあった時などがあげられる。
・�　手書きなどアナログだったもの（個人の記録，週案）を，アプリなどのICTを活用することで，
職員の作業負担を減らしている。
・�　行事が職員の負担になっていると思うので，早めに行事について検討し複数で取り組む様に工
夫している。
・�　安心できるような人的環境を作るために相談される先生が相談しやすい雰囲気，困った時に気
を遣わずに安心して相談できる雰囲気を作っている。
・�　終礼等で，子ども達の話題をとりあげ，教師間で共有しコミュニケーションをとれるようにする。
・�　担任しか出来ない事，担任じゃなくても出来る事を分けて業務の負担を減らし，行事や製作の
準備を補助の先生に手伝ってもらう事で持ち帰る仕事を減らしている。
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討議３
・�　もし子どもが居なくなった時，怪我をした時，火事や地震等あった時のためにマニュアルが大
事になってくる。マニュアルがあるだけでなく，職員会でマニュアルの場所や内容を共通理解し，
安全管理体制を作ることが大切である。
・�　地域との関わりが希薄化しているのではないか。地域の方々を招くだけでなく，自分達から地
域に飛び込んで行くことが大切ではないか。老人ホームに訪問をしている園もあり，遊びに行く
ととても喜ばれている。勤労感謝の日は，地域のお店に感謝を伝えるなど，より，地域との関り
を強くする事が大切である。
・�　見守りカメラの導入等ハード面の充実と子ども，職員，保護者，地域があいまって心の安定，
心の余裕をうむソフト面である。４者の充実が重要ではないか。
・�　見守りの質を高められるような心の余裕が大切だと感じる。

【助言者からのまとめ】
◯助言者：駒水 隆志先生
　　　　　（社会保険労務士，産業カウンセラー・アンガーマネジメントファシリテーター）
・�　まずは，仕事量やシフトの工夫だったり，日常にあるものから心の余裕を生み出していく。そ
の中でコミュニケーションをとっていかないと「仕事をお願いします」「手伝ってください」など
の会話まで至らないことがある。心の余裕を生み出すにはコミュニケーションが重要。ソフト面，
ハード面どちらも大事であるが，見守りの質を向上させる為にハード面に頼りつつ得た情報を職
員間で共有することが大事。
  � 　業務の報告，連絡，相談だけでなく自分が今『どういう気持ちなのか』共有する時間を作って
みてほしい。例えば「子どもが朝準備せずバタバタでした」「前の車が遅くてイライラしました」
など，自分の気持ちを伝えることで相手も自分を理解してくれる。『なぜ機嫌が悪いのかな？』『話
しかけない方がいいのかな』と本心を隠してばかりだと不信感に繋がってしまう。自分の気持ち
を伝える事をしていきましょう。
  � 　近年，痛ましい事件や事故などあり，法の整備，改定によりハード面の強化が顕著に見られる。
しかし，結局は使うのは人である。教職員の業務の軽減にはなるが，いかに私たちが協力して情報
を共有し子ども達の安全を守る，そして，私たちが心の余裕を持てるかが安全管理体制の鍵となる。
  � 　心の余裕を持つためには心理的安全性が大事になってくる。1999年アメリカの心理学者が
『心理的安全性』という概念を提唱した。心理的安全性とは，チーム内で自分の意見や考えを安
心して言えることである。逆に不安から自分の意見が言えないのは心理的安全性が低いとなる。
Googleが行った実験（プロジェクトアリストテレス）は，チームごとでの生産性のバラつきの要
因また生産性の高いチームの共通点を導いた。そして生産性の高いチームに共通している点は①
仕事が社会に与える影響，②仕事の意味，③構造と透明性，④信頼性の４つである。何より大事
なのがこの４つのかなめである心理的安全性である。最初の考えでは，有能な人材の集まりが生
産性が高いと考えていたが，結果は，チーム内でどの様に協力していたか自己開示が出来ており
コミュニケーションをとれているチームの生産性が高かった。
  � 　心理的安全性が高い職場とは何でも言えるぬるい職場ではない。子ども達の安全を守るために
は，基準は高く，心理的安全性が高い職場が理想である。それは何かというと学習する職場であ
る。（まずは，やってみよう）トライアンドエラーでお互い付加を掛け合える学習する職場が求め
られる。以上のことから，自己開示を行いコミュニケーションをとることが心の余裕にも繋がり，
子どもの安全を守る質の向上に繋がるだろう。
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